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疫学統計システム　　　ICS　 Infection Control System　

細菌検査室における定期的なレポート、集計結果、院内感染対策資料として利用で
きるグラフから長期間の薬剤感受性率による傾向の分析まで迅速、かつ簡単に作成。
患者の追跡に便利な患者IDからの検査履歴へのリンク、検体情報へのリンク、集計
値から対象検体を展開等、分析に役立つ機能を取り入れたWeb版疫学統計システム。

院内感染対策

•　検体リスト

•　多剤耐性菌リスト

•　感受性スペクトル

•　新規・継続患者リスト

•　分離菌推移表

•　菌出現患者別月内管理

•　入外別検出レポート

•　入外別検出グラフ

•　月別分離菌頻度

•　陽性率

菌出現数

薬剤感受性

累積MIC率

▲感受性スペクトル

▼分離菌推移表

▼院内感染対策画面

▲月別分離菌頻度

▼対象検体が展開されたリスト
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▼多剤耐性菌リスト

▼多剤耐性菌リスト条件設定画面

▼菌出現患者別月内管理

▼入外別検出レポート

▼入外別検出グラフ

▼新規・継続患者リスト

画面出力されたリスト、グラフは全てEXCEL出
力可能

グラフ画像以外の表中集計値からの展開、患
者ID、検体番号からのリンクが可能（）
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▼　菌出現数設定画面

▼画面表示での集計結果の件数から該当する検体の
　リストを別ウィンドウで表示

ユーザー独自のレイアウト設定

▼菌出現数画面表示

▼菌出現数グラフ画面

▼薬剤感受性率画面表示

▼累積ＭＩＣ率画面表示

▼薬剤感受性率グラフ画面

▲累積ＭＩＣ率グラフ画面

１、菌出現数では行項目、列項目、改ページ
　　項目を薬剤感受性率と累積ＭＩＣでは薬　
　　剤部分を除く行項目、改ページの各項目
　　を菌名、菌セット、病棟、診療科、入外、　
　　材料、材料グループ、菌量、受付日（週）、
　　受付日（月）、受付日（年）から選択

２、各項目の要素は「内容」ボタンを押すと表
　　示されマスター参照項目ではリストボック
　　スから選択

３、左側のタイトルリスより「選択」ボタンにて
　　選択されたレイアウトを元に「画面表示」
　　「ＥＸＣＥＬ出力」「グラフ」を実行

Copyright (C) 2009 STB Inc. All Rights Reserved.

http://www.stb.ne.jp/
http://www.stb.ne.jp/


4

疫学統計システム　　　ICS　 Infection Control System　

▼細菌検査結果画面

▼菌名横のアイコンから該当する菌辞書を参照

▼患者検査履歴

▼「画像」ボタンより塗抹画像を
　ポップアップ

▼　期間変更・条件設定画面
（重複検体を省く処理、詳細な絞込み条件が可能）

▼一括出力画面　
（定期的に出力するレポートを設定の上、EXCELへ一括出力）

▲詳細な絞込み画面

推奨ハードウェア仕様
クライアントＰＣ： Windows 2000, XP,VISTA 　ブラウザ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Explorer Version 6 , 7, 8
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